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野木町男女共同参画推進事業所の認定書交付式が行われました
　野木町男女共同参画推進事業所に、（株）ムトウユニパック野木工

場様が認定され、１１月１９日（土）エニスホールで開催された男女共

同参画映画会にて、認定書が交付されました。

　町では男女共同参画社会の実現を目指すため、仕事と家庭の両立

を支援し、男女がともに働きやすい職場づくりに取り組む事業所を

応援していきます！

問生活環境課　撒（57）4154

災害対策用品のご寄附をいただきました
　１２月２２日（木）に、日本ピストンリング株式会社代表取締役社長  

高橋 輝夫 様より、社会貢献活動の一環として、スタンダード・

ベスト２０着のご寄附をいただき、町からは感謝状を贈呈しました。

　ご寄附いただいたスタンダード・ベストは、災害対策本部およ

び指定避難所において、活用させていただきます。

　ありがとうございました。

問総務課　撒（57）4112

みましたが、梅の花に託して、悲しみを詠う思

いは、どんなに残念であった事でしょう。梅の

花と人が一体となって、思いを託す苦しみはど

れ程かと思います。この寒い季節になると梅に

道真公を思い、また違った意味で春を明るく迎

える花として、私は蝋梅の花に元気を頂きます。

枝にピッタリとつき、薫り高く美しく咲く蝋梅

の何と力強い事！私はその花にも支えられて４

月からの新年度へと、明るく思いをはせること

ができます。２月は寒い中でも春への秘めた熱

い思いを感じる時でもあります。新しい出発に

向けて力を蓄え、意思を定める良い時と思って

います。

　今年は町制施行６０周年の記念すべき年で

すので、一年を通して記念の冠事業を開催し、

11 月の産業祭には記念式典を行いたいと思っ

ています。その頃までには新型コロナウイルス

感染症も下火になっているといいのですが。「冬

来りなば春遠からじ」とも言いますね。

　春遠からじ

　節分の声を聴けば、やがて来る春につい思い

を寄せてしまいます。厳寒の２月でも、毎年庭

さきの蝋
ろうばい

梅はつぼみを丸々と膨らませては、ち

らほらと咲き始めます。まるで蝋細工のような

淡黄色の花は、心地よい香りとともに美しく冬

の青空に映えています。葉よりも先に、しかも

寒さが厳しい時期に咲く可憐で薫り高い蝋梅の

花が私は大好きです。そしてその強さにも感動

します。冬の青空を背景に透き通る蝋梅の花が

輝きを増すように、野木町に育つ子供たちの伸

びやかな成長を見守れる大空のような存在とな

りたいと思います。今年も寒さに負けない元気

な子供達であってほしいと思います。

　菅原道真公はかつて「東風吹かばにほひおこ

せよ梅の花　あるじなしとて春な忘れそ」と詠
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　１１月２６日（土）、赤塚自然の森で、県主催の地域で『みどり』の

おもてなし植樹会を行いました。

　当日は、県南環境森林事務所長の大金重秀氏、野木町森林ボラン

ティア代表の 野孝良氏、南赤塚区長の針谷武夫氏、北斗自治会長

の星野博氏が出席し、真瀬町長とともに、記念樹のヒガンザクラの

境で記念撮影を行いました。

　植樹会の閉会後、森林ボランティア等の参加者にブルーベリーや

キイチゴの苗木を配布しました。

地域で『みどり』のおもてなし植樹会〜みどりを

つなごう！＠赤塚自然の森〜を行いました

問産業振興課　撒（57）4151

国体出場選手へ表彰状の贈呈を行いました
　１１月２７日（日）に、１０月に開催された第７７回国民体育大会に出場

された町内の選手の皆様へ表彰状と記念品の授与を行いました。町

内で出場された選手は総勢１５名です。

　今大会のスローガンである、「夢を感動へ。感動を未来へ。」を本

町でも実現できるよう、今回出場された選手の皆様から学び、引き

継いで今後のスポーツ振興に生かしていければと考えています。出

場された選手の皆様、国体を盛り上げていただきありがとうござい

ました。今後の更なるご活躍を期待しています。

問生涯学習課　撒（57）4258
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